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東京都行政書士会足立支部会報　第45号

ぎょうせい足立
第45号

ごあいさつ  東京都行政書士会足立支部　支部長　小林 裕一

することとなりましたが、支部長と監事、代議員につきまししては定数通りの立候補となり、無事全員が

承認されました。

　この結果、小林が支部長として再選され、支部役員に関しては２名ほどの退任者を補充する人事となり

ましたことをご報告いたします。

　支部の役割は、本会と会員とのパイプ役としての役割と本会の補完的役割を有しています。前者の例と

して、支部長会に出席して本会の動向や伝達事項を会員に伝えることがあります。後者としては、本会で

は手の届かない地域への広報活動などが挙げられます。そして最後に、会員相互の親睦です。つまり支部

は、本会、地域そして会員の結節点となる重要な役割を担っています。

　足立支部は、従来から地域との関わりを重要課題として事業を展開してきました。支部長第２期目にあ

たりこの基本方針を踏襲してさらに発展させていくことをお約束いたします。

　最後になりますが、平成２７年度は支部会員の皆さんの業務が発展できるように、支部としても積極的

に支援をしていきますので、何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、第２期目の支部長就任の

ご挨拶とさせて頂きます。

  日頃は支部会務につきまして、会員の皆様には多大なご協力を賜り、厚くお礼

申し上げます。

　さて、去る４月２５日開催の支部定時総会において事業報告並びに事業計画が

承認されました。引き続きまして前年度承認されました「支部役員選任要綱」並

びに「支部代議員選任要綱」に基づきまして、初めて役員と代議員の選挙を実施
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 足立支部定時総会報告                   総務担当　小越 隆之

 新任役員のご紹介                      

　去る平成２７年４月２５日（土）午後３時より、あだち産業センター３階（交流室）にて、東京都行政書
士会足立支部定時総会が開催されました。

議長：櫻井康雄　副議長：外尾謙二
議事録作成人：小越隆之　議事録署名人：竹澤章　葛貫太輔
出席会員数　129名（欠席通知含む）

　この度、副支部長（渉外担当）に選任された安井でございます。渉外担当は、区役所、商工
会議所等の連絡調整、区長、区議会各派への陳情、他士業との交流といったいわゆる渉外部の
顔と相談部や業務部に持ち込まれ、軌道に乗った支部業務に未だ至らない業務の開発、企画、
交渉、試行といった開発企画部の顔を持っていると思います。
　柴田前副支部長の下で２年間、これらの業務に携わって参りましたが、今年度からは新任と
いっても大ベテラン大幹部の外尾先生、石田先生にも加わって頂きましたので、ご指導とご協
力を仰ぎつつ精進して参るつもりでございます。今後とも、ご指導、ご鞭撻、ご支援を賜りた
く宜しくお願い申し上げます。

安井 逸郎（新副支部長）

外尾 謙二（新理事） 石田 正己（新理事）

　この度、改めて足立支部理事とし
て活動させて戴くことになりました
外尾謙二です。まず、過去において
当支部理事及び支部長として多くの
支部役員、会員の皆様のご協力、ご
尽力を得て滞りなく支部活動を遂行
できましたことをこの場を借りまし
て感謝申し上げる次第です。

　この度、理事として安井副支部長
のもと渉外部を担当することになり
ました石田正己と申します。
　私は茨城県牛久市出身、２年前に
中野支部から足立支部に移ってきま
した。昨年からは足立区一般相談員
の機会を得、様々な相談を受けてい
ます。またソフトボールチームにも

　現在、小林支部長はじめ理事役員の方々の活動は多
岐広範囲に亘っており、私自身何処までお力になれる
かわかりませんが、足立支部の活動拡大と発展の為、
少しでも支部会員の皆様のお役に立てるよう尽力して
いきたいと存じます。
　何卒宜しくお願い申し上げます。

所属し少年のように白球を追っています。このような体
験は足立支部に移ってきたからこそだと感謝していま
す。かつて中野支部理事や市民法務部員の経験はありま
すが、暫く会業務から離れてしまっており不安を抱え微
力ながらも足立支部のため頑張りたいと思っています。
会員の皆様、今後ともよろしくお願い申し上げます。

以上のとおり、全ての議事を終了し、定時総会は午後４時３５分閉会となりました。

第1号議案　「平成26年度事業報告及び決算報告」承認の件
　　　　　　原案通り満場一致で可決されました。
第2号議案　「平成27年度事業計画及び予算案」承認の件
　　　　　　原案通り満場一致で可決されました。
第3号議案　「支部役員選任」の件
　　　　　　以下のとおり選任されました。（敬称略）
　　　　　　支部長：小林裕一
　　　　　　副支部長：諏訪智　佐田祐介　坂田幸典　星野俊雄　安井逸郎
　　　　　　理事：山田博和　伊藤健司　古谷光市　小越隆之　岡野達朗　有賀裕範　奈良井達
　　　　　　　　　外尾謙二　石田正己
　　　　　　監事：霜越宣幸　爲田髙治
第4号議案　「代議員選任」の件
　　　　　　以下のとおり選任されました。なお、被選任者は平成２７年５月２６日の東京都行政書士会
　　　　　　定時総会に出席することを承諾しました。（登録番号順・敬称略）
　　　　　　霜越宣幸　小林裕一　外尾謙二　石田正己　高橋京子　諏訪智　佐田祐介
　　　　　　伊藤健司　爲田髙治　安井逸郎　稲吉務　古谷光市　小越隆之　坂田幸典
　　　　　　星野俊雄　岡野達朗　有賀裕範　竹澤章　奈良井達
第5号議案　「報告その他」特段の上程，付議はありませんでした。
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■平成２６年度　第２回　　平成２６年１２月１２日（金）１８：００～２０：３０
「行政書士は高齢社会のコーディネーター」「終活エンディングノート」
講師：勝 桂子 先生（板橋支部）、古谷 光市 先生（足立支部）

 支部研修会開催報告                    研修担当　星野 俊雄 

 支部研修会開催予告                    研修担当　星野 俊雄 

平成２７年度第１回の足立支部研修会を次の要領で開催いたします。
　日時：平成２７年７月２４日（金）１８：３０～２１：００　（１８：００より受付開始）
　会場：生涯学習センター（学びピア）５階　研修室４
　講師：樋口 直人 先生（台東支部）
テーマ：行政書士による補助金申請手続きの代行業務
受講料：足立支部会員無料、他支部会員３，０００円、
　定員：４５名
　申込：７月２１日（火）までに、ＥメールかＦＡＸにて、担当:星野までお申し込み下さい。

　　　　kirakirahoshi-4@kyf.biglobe.ne.jp　ＦＡＸ：０３－３８６０－２１８１
研修会終了後、講師を交えて懇親会（会費３，０００円）を予定しております。申し込み時に懇親会の出欠
についてもお知らせください。なお、前日・当日のキャンセルの場合は懇親会費をご負担願います。

　今後さらに進む高齢化社会に向けて、終活とエンディングノートの話から、高齢化社会における行政書士
の業務獲得についてまで、お二人の先生に二部構成で講義をして頂きました。

■平成２６年度　第３回　　平成２７年３月７日（土）１３：３０～１６：３０
「平成２７年４月１日から施行される改正入管法の解説及び就労関係の在留資格に関する留意点」
講師：畑 光 先生（港支部）、福島 信 先生（中央支部）

　４月１日施行の改正入管法及び就労関係の在留資格について、具体的に説明がなされ、参加された先生方
からは大変高い評価をいただきました。参加者は６７名（足立支部会員２９名、他支部会員３８名）と、多
くの先生方が参加され、会場は溢れんばかりとなりました。
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 足立スターフィールズ ソフトボール部員募集 （厚生部）監督 星野 俊雄

 業務研究会開催報告・予告          研修(業務研究会)担当　有賀 裕範

  

　昨年４月「会員相互の親睦と意思疎通及び健康維持を活発に推進」することを目標
に結成したソフトボールチーム「足立スターフィールズ」は早２年目に突入いたしま
した。これもひとえに会員の皆様のご理解とご協力の賜物と厚く感謝申し上げます。
　スターフィールズでは部員を募集しております。毎年秋に開催される東京都行政書
士会ソフトボール大会での「初勝利」を目標に頑張っています！練習や練習試合は、
毎月１～３回程度、主に小菅の荒川河川敷「五反野野球場」にて練習しております。
見学や体験など大歓迎いたします。※お問い合わせは下記までお気軽に。
（監督）星野 俊雄　０３－３８６０－２１８１  ０９０－９０００－９４７６

■第４８回業務研究会　平成２７年２月１３日（金）
１８：３０～２０：３０　あだち産業センター３階交
流室にて開催されました。参加者１９名（うち平成２
６年度登録者３名）

①「事業資金の融資制度等のご案内
　講師：石井 敏雄 様（日本政策金融公庫 千住支店
　国民生活事業統括）
②「初めての電子証明書～証明書取得から活用まで
～」　講師：佐田 祐介 先生（足立支部）
　電子証明書を取得する際の手続、実際に手にする書
面や、パソコン操作の方法等について、当支部ＩＴ担
当でもある佐田先生から詳しく講義して頂きました。

良い汗かこうぜ！

　足立支部では会員間のコミニュケーション醸成のため、年１
回レク行事を実施しています。直近では平成２７年２月２０日
に千住マルアイボールにてボウリング大会(19名/お子様2名)、
懇親会(20名)としてカラオケ大会が開催されました。和気合い
合いとしたボウリング大会となり、気持ちの良い汗をかきまし
た。次回は温泉健康センター(草加)の予定です。詳細は同封の
チラシをご覧ください。これまた良い汗かきましょう！
   

 レクリエーション行事開催報告・予告

■第４９回業務研究会 兼 新入会員研修会　平成２７年６月６日（土）１４：３０～１７：３０　足立区生
涯学習センター５階研修室３にて開催されました。参加者１４名（うち平成２７年度登録者５名）
①「法人設立について」　　　　　　　　　講師：岡野 達朗 先生
②「行政書士業務と行政書士会について」　講師：小林 裕一 先生
③「ＩＴ・ＭＬ利用について」　　　　　　講師：佐田 祐介 先生

　業務研究会終了後も、懇親会にて意見交換を行
い皆様の親睦が深まったものと思います。

■お知らせと次回予告
　業務研究会は、会員間の情報交換、業務知識拡
充、新規業務研究のために、交流会形式の研修会
として開催しています。多くの会員が参加され、
大変喜ばしいことと思っております。
　次回業務研究会は９月頃を予定しています。詳
細が決まり次第、支部ホームページ及び支部会員
メーリングリストにてお知らせします。
　メーリングリスト未加入の方は、お早めの加入
をお勧め致します。
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 成年後見支援センターヒルフェからのご報告
「ヒルフェ」足立地区リーダー  爲田 髙治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
　

　私たち成年後見支援センターヒルフェ足立地区では、昨年度、障害者施設において年間４回の講演会を東
京都行政書士会足立支部と共催で実施してきました。　その効果がありまして、足立地区としては初めての
ケースですが、障害者施設より成年後見の依頼があり、ヒルフェ足立地区会員が受任しております。
　今後の予定としては、足立区内の障害者施設・老人ホーム等で無料相談会等を実施し行政書士業務拡大を
はかるべく努力をしてまいります。足立区における高齢者の割合は現在２４％に達し、ほぼ４人に１人は高
齢者です。この傾向は今後ますます増加するものと思われます。それにともない、成年後見業務を担当する
者の需要が今後ますます増加することになりますので、皆様のご協力をお願い致します。

 渉外担当活動 報告・予定   　　　　　　　 渉外部　安井 逸郎

◎６月上旬から、区役所の各課を訪問し、新任課長への表敬訪問、担当者との情報交換を７月には、議会各
派への予算陳情行脚に参ります。会員各位のご要望をお寄せ下さい。
◎法教育推進委員（安井・星野・岡野）は、５月に梅島小学校（校長：江頭先生・副校長鯉沼先生）を訪問
し、同小学校での法教育実践を今年度中に実施することで懇談して参りました。６月協議では、教科（テー
マ）を決定する運びとなっています。
◎昨年から開始した、障がい者支援施設を区内で展開する社会福祉法人「あだちの里」各施設での保護者向
け「相続・遺言・成年後見制度」説明会は一巡しましたので、今年は
個人を対象に、各施設での相談会開催を働きかけています。この事業はヒルフェ足立地区との提携で実施い
たします。ご協力をお願いいたします。
◎今年度の新規事業に、地縁団体（町会・自治会）の「法人化の推進」があります。区内地縁団体で、不動
産（集会所等）を所有し、町会長等の個人登記となっている場合、相続等でトラブルが生じることが少なく
ありません。法人化といっても、区長の認可によるものですから、行政書士業務そのものです。区内地縁団
体の現況を把握し、、法人化マニュアルを作成して、会員に提供できればと考えています。
（渉外担当：安井・外尾・石田）

 支部会員数の動向
　
             　　　総務部　小越 隆之

　　　平成２７年４月１日現在

　　　支部会員数　１８６名

   増加     減少

  新規入会　１５名 死亡　    ０名

  転入者　　  ６名 廃業　  　６名

転出　　  ５名

    計   ２１名  計　  １１名

 相談事業部からのお知らせ              相談事業部　諏訪 智

　支部会員の皆様、日頃より支部相談業務に、ご理解ご協力いただきありがとうございます。足立支部では
今年度も以下のとおり相談業務を行い、社会貢献および行政書士制度の広報活動に努めてまいります。

■一般相談（行政書士2名）場所：足立区役所北館3階　日時：区役所開庁日 9時～16時30分

■経営者向け相談（行政書士2名）場所：あだち産業センター(千住)　日時：毎月第2水曜日 18時～20時

■外国人夜間相談会（行政書士2名）場所：エルソフィア(梅田)　日時：平成27年9月 平成28年3月

■あだち国際祭り（行政書士2名）場所：ベルモント公園(梅島)　日時：11月3日 9時～17時

■街頭無料相談会（行政書士7～8名）場所：あだち区民祭りA-Festa(千住荒川河川敷)　日時：10月

■八士業合同相談会　足立区で活動する八つの士業（弁護士、司法書士等）による合同無料相談
　場所・日時等　未定（執筆時）



  足立支部では、行政書士制度の広報活動および会員向け情報の提供を目的としてＨＰを開設しています。
ＨＰ内の「足立区の行政書士ページ」では、当支部会員の事務所情報も掲載しています。（希望者のみ）

  アドレスは http://adachi.tokyo-gyosei.or.jp/ です。インターネットで「行政書士　足立支部」で検索可
能です。また、会員間での迅速な情報提供や意見交換を目的としてＭＬも運営しています。未加入の方は是
非お申し込みください。ＨＰ・ＭＬともに、新規登録や変更希望の方は、同封の申込書にてお手続き頂けま
す。なお、会費未納者のＨＰ掲載やＭＬ加入はお断りしておりますので、ご了承ください。

 支部ホームページ(HP)とメーリングリスト(ML)  副支部長・IT担当　佐田 祐介
 

 【重要】会計からのお知らせ   　　　　　　 会計担当　坂田 幸典

＜支部会費納入のお願い＞ ＜未納支部会費納入について＞
　平成２７年度足立支部会費（年額６千円）を
、同封の郵便振替用紙にて、本年７月末日まで
にお振込みくださいますようお願い申し上げま
す（支部細則第２９条）。
※振込先は次のとおりです。　　
　郵便局　００１９０－９－７１４４９９
        東京都行政書士会足立支部

　平成２６年度以前の支部会費を未納の方には、
該当年度の郵便振替用紙を同封しております。つ
きましては、到着後２週間以内にお振込みくださ
いますようお願いいたします。
　※未納分がある方は、支部（および東京都行政
書士会）の事業参加を制限されることがあります
ので、ご注意ください。

 支部の事業活動経過及び今後の活動予定　　　支部長　小林 裕一
　
　月 日 活動内容 月 日 活動内容

４月 ２５日 第１回支部役員会／支部総会

１０月

10 11 街頭無料相談

５月
１６日 第２回支部役員会 未定 第５回支部役員会

２６日 東京都行政書士会定時総会 代議員出席 不定期 ソフトボール練習

６月

　６日 業務研究会 兼 新入会員研修会

１１月

上旬
外国人向け相談
（あだち国際まつり会場にて）

　９日 足立区役所各所あいさつ回り 中旬 業務研究会

１１日 足立区観光交流協会理事会・評議員会(小林出席) 下旬 第６回支部役員会

１１日 足立区協働パートナー基金審査会(小林出席) 下旬 東京会ソフトボール大会に参加

不定期 ソフトボール練習 ２８日 八士業合同無料相談

７月

　１日 ぎょうせい足立第４５号発行
１２月

未定 第７回支部役員会

２４日 第３回支部役員会及び支部研修会 未定 一般相談員研修会

不定期 ソフトボール練習
１月

１日 ぎょうせい足立４６号発行

未定 外国人のための無料夜間相談 未定 新年賀詞交歓会

９月

１２日
レクリエーション日帰り温泉
「草加健康センター」

２月

上旬 業務研究会

未定 業務研究会 下旬 第８回支部役員会

未定 第４回支部役員会、一般相談員研修会 下旬 外国人のための無料夜間相談

不定期 ソフトボール練習 ３月 下旬 第９回支部役員会

 法律豆知識　　　　                      　　　　      副支部長　諏訪 智

　今回は離婚についてです。離婚には、当事者の合意のみで成立する「協議離婚」と、裁判により強制的に
離婚を成立させる「裁判離婚」があります。協議離婚は、当事者が離婚の合意をし、離婚届に必要な事項を
記載し、住民票のある市区町村に提出する事により離婚が成立します。当事者間にケンカや浮気などの理由
がなくても、当事者の合意があれば離婚をすることができます。しかし、離婚する際は財産分与、慰謝料、
親権、養育費など、決めなくてはならないことがたくさんあり、なかなか合意できない場合があります。
　その場合は、家庭裁判所で調停を行い互いに妥協点を見つけて離婚をするという手続きをとることになり
ます。これを「調停離婚」といいます。ただし、調停は裁判と異なり、互いの合意がなければ成立しません
ので、相手方が調停に出てこない場合や妥協点が見つけ出せない場合には調停離婚が成立しません。その場
合は、裁判による裁判離婚を求めていくことになります。なお、離婚については、初めから裁判を行うこと
はできず、調停から始める必要があります。これを「調停前置主義」といいます。
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